
【R7】 松本市 社会増減の内訳

県外からの転出入 ４年連続プラス
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Ｒ４以降、転入超過

Ｒ６以降、転出超過

▸ R7の社会増減数は、県全体で＋2,357人増、松本市は－24人減（その他増減を含む）
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【R6】 松本市の社会増減 （県外）

都道府県別 東京都への転出超過が顕著

※総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告」令和６年（２０２４年）より作成

【松本市から県外への転出入】

松本市へ転入 4,782人

松本市から転出 4,674人

転入－転出 +108人
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R5も東京都への転出超過が最多（-163人）
その他の転出入先の傾向は、年によって変動
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【R6】 松本市の社会増減 （県内）

県内市町村別 長野・安曇野への転出超過が顕著

※総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告」令和6年（2024年）より作成
※長野県「毎月人口異動調査」とは集計の基準が異なるため数値が一致しない

【松本市と県内市町村の転出入】

松本市へ転入 3,725人

松本市から転出 3,921人

転入－転出 －196人

長
野
市

安
曇
野
市

塩
尻
市

南
箕
輪
村

中
野
市

千
曲
市

松
川
村

箕
輪
町

上
田
市

軽
井
沢
町

【松本市の県内市町村への転出超過数】 長野市・安曇野市・塩尻市の人口動態は、いずれも
県内市町村から転入超過であり、多くは松本市からの転入
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県内での社会増減

転入数 転出数

うち、松本市から

817人
（17.9%）

うち、松本市から

617人
（41.7%）

うち、松本市から

803人
（45.8%）

市長記者会見資料

８． ２． ３

総 合 戦 略 室
D X 推 進 本 部



426 

347 

179 178 

106 100 94 90 78 64 63 

19 

-3 -27 -28 -58 

-125 

-261 
-279 

60 66 

-150 

194 

-56 

-132 

59 

4 

47 

-141 

144 

-86 -7 

266 

167 

212 

-59 

-133 

463 

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

500

600

上田市 佐久市 松本市 安曇野市 大町市 諏訪市 小諸市 駒ヶ根市 茅野市 飯山市 伊那市 中野市 東御市 千曲市 須坂市 塩尻市 岡谷市 飯田市 長野市

【Ｒ７】 19市の社会増減の内訳

県外からの転入超過数 松本市３位

■県外 ■県内

※長野県「毎月人口異動調査」（２月～翌年１月各月）より作成

▸ 松本市の特徴 ： 県外から多くの人が転入する一方で、近隣市を含めた県内市町村への転出が多い

昼夜間人口比率 松本市 105.8％（19市中２位）
「学ぶ場」「働く場」として、市外から多くの人が流入

近隣市の昼夜間人口比率 塩尻市98.6％ 安曇野市92.4％
（参考）長野市103.0％ ※令和2年度国勢調査結果（最新値）
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人口流動から見た松本市の役割

県外から人を引き寄せ 周辺市に広げる拠点

【県外・県内ともに転入】

県外へ
転出超過（－）

県外から
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飯山市

県外から多くの人が転入し、
近隣市を含めた県内市町村へ転出



【R7】 社会増減の内訳

日本人に比べ外国人の社会増加率が顕著

社会増減数
（人）

社会増加率
（％）

1 佐久市 +337人 +0.35%

2 安曇野市 +274人 +0.30%

3 小諸市 +180人 +0.46%

4 千曲市 +174人 +0.31%

5 御代田町 +168人 +1.05%

外国人 社会増減数
（人）

社会増加率
（％）

1 白馬村 +473人 +28.02%

2 上田市 +415人 +10.22%

3 松本市 +354人 + 8.75%

4 長野市 +352人 + 9.44%

5 軽井沢町 +153人 +19.92%

6 安曇野市 +140人 + 9.84%

10 佐久市 +102人 + 7.46%

19 千曲市 + 62人 + 6.35%

21 御代田町 + 53人 +10.69%

68 小諸市 - 2人 - 0.19%

9 軽井沢町 + 75人 +0.39%

63 上田市 - 60人 -0.04%

71 白馬町 -166人 -2.13%

75 長野市 -244人 -0.07%

76 松本市 -378人 -0.16%

…
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【日本人】 【外国人】
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移 住 交 流 推 進 室

ドミニカ共和国 ラ・ロマーナ市公式訪問

将来的な交流に向けた覚書を締結
対照的な特色を有する両市がスポーツを起点に人的・文化的交流を推進

ラ・ロマーナ市長と懇談・調印 ドミニカ共和国外務省訪問

カラバージョ二国間外交政策担当副大臣を
はじめとする外務省関係者と懇談

エドゥアルド・ケリー・メティヴィエ市長と覚書を締結
今後の交流について意見交換

・ゴミ問題など環境に関する取組み

・文化交流に関する取組み など

音楽教育を推進するため
ラ・ロマーナ市から楽器提供の要望

経済的な理由で楽器を手にできない
子供たちに音楽教育を提供するため
公立の音楽アカデミーを設立する
プロジェクトをラ・ロマーナ市が計画

訪問時の市音楽隊による歓迎演奏の様子

金管楽器や打楽器（中古でも可）など
楽器提供についての要望書を受理

在ドミニカ共和国日本大使と懇談

早川修在ドミニカ共和国日本大使と
今後の交流について懇談
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スポーツ事業推進課

中学生12名がドミニカ共和国を公式訪問

「野球強国」でスポーツ交流
対極ともいえるドミニカ共和国と 野球という共通言語を通じて 異文化交流を体験

地元野球チームとの交流試合中古野球道具贈呈式

１００名を超える大勢の松本市民から
寄せられた野球道具をラ・ロマーナ市に寄贈

臥雲市長から中古野球道具を受け取る
エドゥアルド・ケリー・メティヴィエ市長

ラ・ロマーナ野球チーム 「アルベルト・ロペス」

試合前に選手同士が昼食を共にし、簡単な英単語や
 身振り手振りを交えながら談笑

１４対１１で松本が勝利する白熱した好ゲーム

サント・ドミンゴ野球チーム 「ハビラクラブ」

数多くのメジャーリーガーやNPB選手を輩出している名門

７対８のサヨナラ負けとなったが、本場ドミニカのパワーを
直接肌で感じ、持てる力を出し切った素晴らしい好ゲーム

ドジャースアカデミー訪問

教育施設、トレーニング施設などを見学

トライアウトを間近で観戦

バット
100本

グローブ
６０個

ボール
２００個

ドミニカ共和国ウィンターリーグ観戦

メジャーリーガーも数多く参戦する、ウィンターリーグの
 ナンバーワンを決めるプレーオフを観戦



◼ 町会のデジタル化を支援することで、町会業務の効率化を図り、効率化で生まれた余力を、より質の高い住民
交流や地域課題解決に活用することで、持続可能な町会運営を推進する

町会デジタル化推進の意義

課題解決町会の現状と課題

１ 町会役員の担い手不足

２ 紙媒体の非効率性

３ 情報伝達の遅延

４ 情報取得方法の変化

１ 町会役員の負担軽減

２ 情報伝達の即時性

３ 災害時の安心

⑴ 業務負担の大幅軽減

⑵ 会議・運営業務の負担軽減

デジタル化

物理的な作業が軽減され「町会役員は大変」とい
うイメージを払拭

不審者情報や工事のお知らせなど、「今」知りたい
情報がリアルタイムで提供可能

ワンタップで安否報告でき、集計も自動化、迅速な
救助活動につなげ、地域の防災力向上

デジタル媒体利用における世代間の情報
取得格差

高齢者就業率の増加、共働き・子育て世代
の時間的制約による町会活動参加困難

回覧板等の全戸巡回に要する時間的遅延、
一軒ずつの訪問による災害時安否確認の時
間的制約

全戸配布・回覧等による多大な人的・時間
的コスト

市長記者会見資料
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地域づくり支援課

町会デジタル化推進プロジェクト始動

デジタル化を町会と市の協働で推進



町会デジタル化推進ＰＴ
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地域づくり支援課

町会デジタル化推進プロジェクトとは

あさって２月５日（木）午前１０時３０分から 初会合を実施

◼ 町会のデジタル化推進を検討していくため、町会連合会と市との協働によるチーム
【構成メンバー】 【町会向けデジタル環境の検討】
〇 町会側 市町会連合会長、地区町会連合会長 など ① 機能要件の研究・検討
〇 市側 住民自治局、秘書広報室、ＤＸ推進本部 など ② 導入サポート体制の検討

③ 先行導入するモデル町会の選定 など

町会デジタル化推進プロジェクト始動

デジタル化を町会と市の協働で推進

具体的な進め方

ステップ１ 「計画段階」

２ 必要なデジタル環境の機能研究

３ 導入アプリ選定等

４ プロポーザル

１ 町会デジタル化推進ＰＪ設置

ステップ２ 「モデル導入・検証」

１ モデル町会での導入

２ サポート体制の構築

３ 効果検証と改善
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